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地 震 イ ベ ン ト堆積物一深海底 か ら陸 上 ま で の コ ネ ク シ ョ ン ー，藤原 　治 ・池 原 　研 ・七

山 太 （編）．地質学論集 No．58．169　p．（日本地質学会），2004年 12月，2900円 （会員頌価 ）
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　海溝周辺で 発生 す る 巨大地 震は，地震動そ の も の と同時 に津波の 襲来 に よ っ て ，人的 お よ

び人工 構造物に 多大な被害を与える とともに多様な地盤災害を もたら して きた．．…
方で は，

地震 の 痕跡 と し て種 々 の
“
地 震 イ ベ ン ト堆積物

”
を残 し て い る ．こ れ らは

， 深海底 の 地 震性

タ
ービ ダ イ トか ら，大陸棚 か ら沿岸低地 に分布す る津波堆積物，液状 化の 痕跡 な ど様々 で あ

る．数十年か ら百数 1年 の 再来周期 を持つ 個 々 の 海溝周辺で発生する巨大地震の 地震 イベ ン

ト全体 を把握す る ため に は，地 震イ ベ ン ト堆積物全体 を総 合的 に研究 す る こ と が肝要 で あ ろ

う．

　 こ の 論文集 は，日本 地質学 会の 出版す る地質学論集 の 最新 号で ，地球惑星科学関連学会

2003 年合 同大会 と日本地質学会 110 年年会 （2003）で 開催 され た セ ッ シ ョ ン で の 発表論文 に

そ の 後 の 招待論 文を加 え て 作成 され た もの で ，まえが き，凵絵 に 続 く5 編 の レ ビ ュ
ー論文 と

10 編の 原著論文 か らな っ て い る．

　 3 人 の 編者 に よる 「研究の 重要性 と防災研究 へ の 展望」 で は ，地震 イベ ン ト堆積物研究 の

重要性 と研究の 展望 に ふ れた後 に
， 防災研究へ の リ ン ク （ハ ザ

ー
ドマ ッ プの 公表な ど）が 述

べ られ る．次の 「遺跡で検出され る地震の 痕跡」（寒川　旭）は，遺跡 で は液状化現象の 痕跡

が発 見 され る こ とが 多 く， 液状化の 年代 を精度 よ く推定する こ とが 出来 る の で ，海溝周辺で

発生す る プ レー ト境 界地 震の 発 生 史や 発生 間隔，さ ら に ，内陸で 発生す る大型地震 の 発生履

歴 も把握で きる事が 示される．続 く 「遡上津波堆積物概論」（七 il【 太 ・重野聖之）で は，世

界各地か ら報告 された研究例 を紹介 し，さら に ，世界で 最 もデ ータ の そろ っ た 1993年北海道

南西沖地震時 に ik じた津波堆積物 を大陸棚 の 海底お よび遡 ．ヒ堆積物を詳細に分析 し，沿岸低

地 に残 された遡上津波堆積物 の 堆積 学的認定基準 を提 示 し て い る．さ らに，「津波堆積物の

堆積学的 ・古生 物学的研究」（藤原　治）で は，更新 世以 前の 例 も含め ，世 界各地 お よ び 日本

列島の 津波堆積物 の 分布を紹介 し，堆積物 の 堆積構造，粒度組成 ， お よび
， 含有化石の 特色

に 言 及 して い る．最後 の レ ビ ュ
ー論 文は，「地震津波 イベ ン ト堆積物 に 残 され た情 報を被害

軽減 に」（今村文彦）で
， 津波堆積物の 解析結果 と数値シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン とを融合させ ，繰 り

返され る津波被害の 軽減に向け た努力 ， とくに住民参加型 の ハ ザー ドマ ッ プ作成の 必要性 を

強調 して い る．

　続 く原著論文は ，い ずれ も，研究地 域 と研究テ
ー

マ を特定 した具体的な研究例で ，最新の

研 究成 果 を ま と め た 重要な情報が示 され る ．そ れ らは，次 に 示す 10 編で ある ．

　 ・房総半島夷隅川低地 の 地形とボ ー
リ ン グ コ ア試料か ら読み 取れる 地盤隆起と地震の 再来
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　周期 （9000暦年前の イベ ン トに 言及） （酒井哲弥 ほ か ）

・北 海道東部太平洋沿岸域，厚岸地 域の 津波記録 と トレ ン チ調査 （と くに珪藻遺骸の 分析）

　に基づ く先史時代の 巨大津波 イ ベ ン トの 認定 （添田雄二 ほ か 〉
・
房 総 半島館 山周辺 に分布す る完新統津波堆積物中 の 有孔 虫組成 か ら水深 90−130m の外洋

　性堆積物の 大量流 入の 認定 （阿部恒平 ほか），

・房総半島館 山周辺 に分布する完新統津波堆積物中 に 見 られ る有孔虫殻の 淘汰作用 か ら見

　た津波堆積物の 供給源 と堆積環境 （内田淳
一

ほか）

・浅海〜深海に堆積 した津波堆積物 と考 え られ る厚 い 砂 岩層 に 見 られ る種々 の 堆積構造

　（和歌 山県 ， 田辺層群 白浜累層 ：下 部中新統，お よ び ，宮崎県，宮崎層群青島累層 ：上部

　中新統〜鮮新統） （松本　弾ほ か）

　北海道沖日本海東縁海洋海山周辺 に分布す る深海底タ
ービ ダ イ ト解析か ら推定 され る地

　震発生間隔 （池原　研ほ か）
・
東部北海道前弧海盆を穿つ 釧路海底谷の谷底か ら採取 した試料中に見られ る タ

ービ ダイ

　トの 分析 か ら判明 した地震の 発生間隔 と歴史地震発生周期 と の 整合性 （町 田　篤 ほか）
・室戸沖の ⊥佐碆 （ば え）海盆 よ り得 られた地震性 タ

ービ ダ イ トと歴史地震 との 対応 （岩

　井雅 夫ほか ）

・津波堆積物の 形成 メ カ ニ ズ ム を推定する水理 学的実験 （菅原大助ほか ）

・混濁流 に よ っ て 運搬 され る 巻貝類の 配列に関する水路実験 （鎌滝孝信ほか ）

　これ らの レビ ュ
ー
論文や原著論文を

一
読 して 感 じる こ とは，地震 イベ ン ト堆積物の 研究が

きわ め て新 しい 研究分野で ， 地質学 ， 堆積学 ， 古生物学的研究とともに考占学，地 形学な ど

の研 究手法 ，
さ ら に 地震 ・津波工 学や 防災研究な ど多分野 の研 究者が 連携 して 進め る学際色

の 強 い 研究で ，地震 イ ベ ン ト堆積物の 研究 はそ の 研究方法が ほぼ確立 され始め た と こ ろ であ

る とい え よ う．具体的な研究報告例 を見て も ， しば しば巨大津波 に襲われ て きた三 陸海岸，

東海〜四 国 の 海岸低地か らの 報告例が 見 られ な い ．津波防災の 見地 か ら も，こ れ らの 地 域で

の研究 を速 やか に推進する必要があるだろ う．そ して，信頼性 の 高 い デ
ー

タベ ース の 構築が

望 まれ る．地 形研究者も大 い に関心 を持つ べ き研 究分野であ ろ う．

　なお ，
こ の 論文集の 巻頭に掲載され た 口絵

一
遺跡で検出 され る地 震の 痕跡，世界の 遡 上 津

波堆積物の 産状，浅海性津波堆積物の 産状 と堆積構造，お よ び，地震タ
ー

ビダ イ ト研究 の最

先端
一

は，読者が 地震イ ベ ン ト堆積物の 特徴を理 解す る上 で ，貴重な手掛 か りとな る で あろ

う．
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